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⃝定例会等の概要
・10月臨時会では、市長提出議案として、条例関係議案１件を可決しました。
・�議員提出議案として、「鎌倉市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関
する条例の一部を改正する条例の制定について」を可決しました。

⃝定例会等の主な動き
10月臨時会／本会議（10/30）… …………………議案上程、採決	 （４面）
11月臨時会／本会議（11/24）… …………………議案上程、採決	 （４面）
12月定例会／本会議（12/２～４）…………………一般質問、議案上程、採決	（２・４面）
	 各常任委員会（12/８～11、17、18）……議案、陳情審査等	 （３・４面）
	 本会議（12/18）… …………………委員長報告、議案上程、採決	（３・４面）

令和２年（2020年）10月臨時会（10月30日）
令和２年（2020年）11月臨時会（11月24日）
令和２年（2020年）12月定例会（12月２日～18日）

鎌倉市議会基本条例の改正に向けて

・12月定例会では、17名の議員が一般質問を行いました。
・�市長提出議案として、条例関係議案７件、補正予算議案４件、その他議案10件
を可決、人権擁護委員の候補者の推薦について同意しました。
・�議員提出議案として、「鎌倉市自転車の安全利用を促進する条例の一部を改正す
る条例の制定について」ほか３件を可決、「鎌倉市本庁舎整備に関する住民投票
条例の制定について」を否決しました。

・11月臨時会では、市長提出議案として、条例関係議案１件を可決しました。

事務分掌条例及び職員の給与に関する条例の一部改正議案を可決

【今後の定例会開会予定日】２月定例会：令和３年（2021年）２月10日（水）　※開会予定日は、変更となる場合があります。

　市民の皆さまと議員がテーブルを囲んで行う議会報告会＆意見聴取会は、例年５月（市議会議員選挙が行われる年は７月）に開催していますが、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年（2020年）５月の開催は中止としました。６月以降、議会報告会＆意見聴取会の開催に向けて
協議・検討を行ってまいりましたが、新型コロナウイルス感染者数が大幅に増加している状況であるため、令和２年度の開催はやむなく中止とさ
せていただきます。令和３年度以降の議会報告会＆意見聴取会の開催に向け、引き続き、協議・検討を行ってまいります。
　ご理解をいただきますよう、お願いいたします。

議会報告会＆意見聴取会　令和２年度の開催は中止します

議会および議員の活動の充実と活性化を図ることにより、情報公開と市民参画を基本
とした公正で民主的な市政の発展に寄与することを目的として、議員が政策形成能力
を高め、市民に開かれた議会を目指して制定した条例です。
また、この条例を議会における最高規範と位置付けています。

議会基本条例とは？
平成27年（2015年）１月１日施行

　議会基本条例評価・検証協議会から議長に検証結果の報告がされ、その結果を踏まえ、条例改正に向けた検討および新た
に議会基本条例に規定する項目も加えた検討をすることを目的に、令和２年（2020年）６月に特別委員会を設置しました。

　特別委員会では、７回（令和２年（2020年）12月末時点）にわたって、主に…
右の項目について協議し、特別委員会において条例改正案を取りまとめたほか、…
条例の逐条解説の修正や、関連する要綱の制定および改正案について審査しました。
　また、条例改正案については、広く市民の皆様の意見を反映させるべく、
令和２年（2020年）12月１日から令和３年（2021年）１月４日までの間、意見…
公募（パブリックコメント）を行いました。その結果を踏まえた条例の改正
案の主なポイントは次のとおりです。

　議会基本条例第20条で、「議会は必要に応じて、この条例の
目的が達成されているかどうか検証し、その結果に基づいて所
要の措置を講ずるもの」と規定していることから、協議した結
果、任意の会議体として、議会基本条例評価・検証協議会を立
ち上げ、検証を行うことになりました。

各派代表者会議では
　前文、第１章（条例の目的、位置付け）を除く、
全ての条文について、条例を運用していく中での
取り組みの達成度（評価）、条例改正の検討が必
要かどうか（検証）という観点から協議を行いま
した。

議会基本条例評価・検証協議会では

議会基本条例の改正に関する特別委員会では

政策法務
研究会等

原則公開と
する会議

自由討議

議員研修会
市民意見を
政策提言に
つなげていく

議会事務局

会議規則との
関係

議会BCP反問権 請願・陳情
提出者の発言

など

「原則公開とする会議」につい
て、本会議、委員会のほか、「議
会全員協議会」を追加します。
（第６条第２項の改正）

「請願または陳情の提出者が行
う趣旨説明」について、本条例
に規定し、現行の付託された委
員会の休憩中ではなく、開催時
間内に実施することとします。
（第６条に第６項を追加）

「議員研修会の開催」の規定に
ついて、市政や市民生活上の課
題の共有が図られるよう、研修
会を原則として公開する旨を明
記します。
（第13条第２項の改正）

大規模災害や市民生活を脅かす
緊急事態の発生時における、議
会の災害対策および災害復旧活
動に係る内容のほか、これらを
実行するための「鎌倉市議会業
務継続計画（議会BCP）」を
規定します。（条文を追加）

改正案のポイント②改正案のポイント① 改正案のポイント③ 改正案のポイント④

令和３年（2021年）２月定例会において、条例改正案を提出する予定です。

評
価
・
検
証
の
経
過
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一
般
質
問

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
、
次
の

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
コ
ロ
ナ
禍
の
高
齢
者
の
健
康
】

質
問
…
コ
ロ
ナ
禍
で
、
家
に
こ
も

り
気
味
の
方
が
多
く
、
一
人
暮

ら
し
や
高
齢
夫
婦
世
帯
の
方
の

健
康
が
心
配
さ
れ
る
が
、
そ
の

方
々
へ
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
た
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
…
令
和
２
年
３
月

末
か
ら
４
月
の
初
め
に
、
75
歳

以
上
の
方
と
一
人
暮
ら
し
の
65

歳
以
上
の
方
に
、
高
齢
者
専
用

電
話
相
談
窓
口
の
開
設
の
お
知

ら
せ
と
、
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ

る
方
法
、
免
疫
力
を
高
め
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

郵
送
し
た
。
ま
た
、
５
月
中
旬

に
再
度
、
自
宅
で
で
き
る
運
動

の
紹
介
と
併
せ
、
生
活
上
の
困

り
事
を
身
近
に
相
談
で
き
る
場

所
と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
案
内
を
郵
送
し
た
。
そ

の
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
元
気
に
過
ご
す

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
掲
載
し

た
チ
ラ
シ
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、民
生
委
員
の
協
力
を
得
て
、

紙
媒
体
で
も
情
報
を
届
け
た
。

質
問
…
高
齢
者
の
健
康
状
態
が
低

下
し
て
い
る
今
こ
そ
、
フ
レ
イ

ル
（
※
）
予
防
が
必
要
だ
が
、

老
人
ク
ラ
ブ
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉

の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
令
和
元
年
度
は
フ
レ
イ

ル
予
防
パ
ー
ト
ナ
ー
養
成
講
座

と
し
て
、
フ
レ
イ
ル
と
そ
の
予

防
、
簡
易
的
な
チ
ェ
ッ
ク
方
法

に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
実
施
し

た
。
令
和
２
年
度
は
、
み
ら
い

ふ
る
鎌
倉
が
独
自
に
８
地
区
で

年
間
３
回
ず
つ
、
簡
易
的
な
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
、
み
ら
い

ふ
る
鎌
倉
フ
レ
イ
ル
健
康
体
操

な
ど
を
行
う
フ
レ
イ
ル
予
防
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

【
交
通
の
課
題
】

質
問
…
次
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
高
齢
者

交
通
優
待
制
度
に
関
連
し
て
、

高
齢
者
が
元
気
に
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長
…
高
齢
者
の
交
通

優
待
制
度
と
し
て
、
令
和
２
年

11
月
か
ら
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
方
を
対
象
と
し
た
交

通
費
の
補
助
制
度
を
始
め
た
。

次
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に

お
い
て
も
、
引
き
続
き
高
齢
者

が
元
気
に
暮
ら
せ
る
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ

の
中
で
、
65
歳
以
上
の
全
て
の

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
、

次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
18
歳
未
満
で
家
族
の
介
護

を
担
っ
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

は
、
日
々
の
介
護
に
追
わ
れ
、

高
齢
者
に
配
布
し
て
い
る
福
寿

手
帳
を
協
賛
店
舗
に
提
示
す
る

と
割
引
等
の
特
典
が
受
け
ら
れ

る
事
業
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

高
齢
者
が
街
に
出
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
た
め
の
支
援
策

の
一
つ
と
し
て
、
令
和
３
年
度

中
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

質
問
…
運
転
免
許
証
を
返
納
し
て

も
、
バ
ス
の
本
数
が
少
な
く
出

か
け
に
く
い
地
域
が
あ
る
。
高

齢
者
が
元
気
に
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
真
剣
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

共
創
計
画
部
長
…
移
動
手
段
の
充

実
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
近
年
高

ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
、
公
共
交
通
機
関
で
も
、

運
転
手
の
高
齢
化
や
不
足
な
ど

に
よ
り
、
従
来
の
路
線
や
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と
す
ら
難

し
い
と
聞
い
て
い
る
。
市
民
の

移
動
手
段
を
維
持
す
る
に
は
、

従
来
の
手
段
の
み
で
は
限
界
で

あ
り
、
福
祉
有
償
運
送
や
地
域

住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
支
援
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
活
用

し
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

令
和
３
年
１
月
に
は
交
通
不
便

地
域
で
あ
る
浄
明
寺
・
二
階
堂

地
区
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
モ
ビ
リ

テ
ィ
ー（
※
）の
実
証
実
験
を
予

定
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な
新

た
な
仕
組
み
を
、
先
進
事
例
等

も
参
考
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
一
般
質
問
と
は
、市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い
て

市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
講
じ
た
上
で
、質
問
時
間
を
短
縮
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

12
月
定
例
会
で
は
17
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
全
文
は
、
２
月
中
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
に

掲
載
し
ま
す
。
図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一般質問項目一覧

①　前川　綾子（鎌倉みらい）
　１　�コロナ禍における福祉の状況に

ついて
　２　�アダプト・プログラムの活用に

ついて
②　松中　健治（無所属）
　１　ＳＤＧｓの取り組み
　２　防災
　３　�鎌倉の歴史。大河ドラマの放映

に対する思い。
　４　やぐら、名越釈迦堂
③　長嶋　竜弘（無所属）
　１　�鎌倉市政に異論反論オブジェク

ションVOL.12～コロナ禍と気
候非常事態による変化への対応
２～

④　納所　輝次（公明党）
　１　�コロナ禍を教訓とする市政のあ

り方について
⑤　保坂　令子（神奈川ネット鎌倉）
　１　立地適正化計画について
　２　�公的不動産利活用などの事業を

進める上での市民参加について

⑥　日向　慎吾（鎌夢会）
　１　海岸と海洋ごみについて
　２　地域の交流の場について
　３　腰越駅周辺の駐輪について
⑦　池田　実（鎌倉みらい）
　１　�コロナ禍における市民生活への

影響と役所の役割について
　２　�深沢地域整備事業と関連事業に

ついて
⑧　志田　一宏（自民党鎌倉市議団）
　１　�新型コロナウイルス感染症に係

るワクチンの接種について
⑨　千　一（無所属）
　１　�鎌倉市内の高齢者施設・グルー

プホーム及び障がい者施設・グ
ループホームなどでのコロナ対
策について

　２　民主主義と郵便投票について
　３　�障がいの変化と福祉サービスに

ついて
　４　�３か月たっても変わっていない

危険な空き店舗について
⑩　河村　琢磨（ヴィジョン）
　１　�今、自治体が取るべき行政対策

とＧＯＶテックについて
　２　�ＤＸ時代に教育現場が抱くべき

危機感について
⑪　くりはら えりこ（無所属）
　１　�市民の安心・安全対策について

（ＳＤＧｓ目標11）

　２　�新型コロナウイルス感染症第３
波への対策について（ＳＤＧｓ
目標３・17）

　３　�サスティナビリティ（持続可能
性）を超えたリジェネレーショ
ン（再生）とサーキュラー（循
環）によるウェルビーイング

　　　（持続可能な幸せ）について
　　　（ＳＤＧｓ目標１～17）
　４　�教育現場でのＳＤＧｓの取り組

みについて（ＳＤＧｓ目標４）
⑫　竹田　ゆかり（無所属）
　１　�「ＧＩＧＡスクール構想」の推

進にあたって
　２　�「ジェンダー格差」解消に向け

て（Ⅱ）
　３　�「学校職場環境改善プラン」と

今後について

　４　教育条件整備について
　５　学校施設整備について
⑬　森　功一（自民党鎌倉市議団）
　１　�2022年ＮＨＫ大河ドラマにつ

いて
⑭　大石　和久（公明党）
　１　市長の政治姿勢について
⑮　安立　奈穂（神奈川ネット鎌倉）
　１　�大切な子ども期を保障するため

の支援
⑯　吉岡　和江（日本共産党）
　１　�安心して住み続けられる鎌倉を

目指して
⑰　高野　洋一（日本共産党）
　１　�市役所本庁舎の移転事業と「村

岡新駅」建設について
　２　�民有地における樹林管理・崖地

対策の抜本的強化について

【用語の解説】
※フレイル
　加齢に伴い、心身の活力（運動機能や認知機能等）が低下して
いく、健康な状態と介護を必要とする状態の中間的な段階をいう。

※オンデマンドモビリティー
　スマートフォンや電話による利用者からの要求に応じて、乗合自動車が迎えに行
き、エリア内の乗降ポイント間を移動することができるサービス。

高

齢

者

福

祉
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
、
保
護
者
と
子
ど
も
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
支
援

が
考
え
ら
れ
る
か
。

同
部
長
…
こ
ど
も
と
家
庭
の
相
談

室
で
、
支
援
が
必
要
な
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
た
場
合
に
は
、
丁
寧
に
相
談

内
容
を
聞
き
取
っ
た
上
で
、
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の

枠
組
み
を
活
用
し
、
支
援
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
具

体
的
に
は
、
関
係
機
関
と
の
情

報
共
有
を
行
う
会
議
を
開
催

し
、
そ
の
家
庭
に
必
要
な
支
援

を
見
極
め
た
上
で
、
保
護
者
に

対
し
て
は
、
例
え
ば
配
食
サ
ー

ビ
ス
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

生
活
保
護
な
ど
の
支
援
を
、
子

ど
も
に
対
し
て
は
、
居
場
所
や

学
習
支
援
に
関
す
る
情
報
の
提

供
を
行
う
な
ど
、
各
種
の
横
断

的
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

質
問
…
国
や
他
自
治
体
で
は
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
動
き
出
し

て
い
る
。
本
市
は
、
鎌
倉
市
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
条
例

と
、
子
ど
も
が
の
び
の
び
と
自

分
ら
し
く
育
つ
ま
ち
鎌
倉
条
例

を
制
定
し
た
。
市
長
は
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
課
題
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
、
今
後
の
支
援
を
ど

う
進
め
て
い
く
か
聞
き
た
い
。

市
長
…
子
ど
も
自
身
が
家
族
の
ケ

ア
を
日
常
と
受
け
止
め
て
、
ケ

ア
し
て
い
る
自
覚
が
な
か
っ
た

り
、
自
身
が
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
れ

た
く
な
か
っ
た
り
す
る
た
め
、

顕
在
化
し
に
く
い
問
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
子
ど
も
の

健
や
か
な
学
び
、
育
ち
を
見
守

り
、
保
障
し
て
い
く
こ
と
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
条
例
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
学
校
、
教
育
委
員
会
と

も
連
携
し
、
大
切
な
子
ど
も
期

を
保
障
す
る
た
め
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

一般質問の録画中継
映像は、こちらから
ご覧いただけます▶

学
習
や
就
職
に
支
障
が
出
る
な

ど
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

ケ
ア
に
負
担
を
感
じ
て
も
、
自

分
だ
け
で
抱
え
込
み
、
実
態
を

把
握
し
に
く
い
こ
と
が
問
題
で

あ
る
。市
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

を
ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長
…
地
域
訪
問
や
保
護
者

面
談
の
際
に
家
庭
で
の
子
ど
も

の
状
況
を
可
能
な
限
り
把
握
し

て
お
り
、
子
ど
も
の
疲
れ
、
遅

刻
や
欠
席
の
増
加
な
ど
気
に
な

る
様
子
が
見
ら
れ
た
と
き
に
、

教
師
が
声
を
掛
け
る
こ
と
で
、

家
庭
の
状
況
や
養
育
に
つ
い
て

心
配
な
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
場
合
が
あ
る
。民
生
委
員
・

児
童
委
員
な
ど
か
ら
「
こ
ど
も

と
家
庭
の
相
談
室
」
を
通
じ
、

ま
た
、
要
支
援
の
家
庭
と
し
て

「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
」
を
通
じ
、
学
校
に
情
報
提

供
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

質
問
…
埼
玉
県
内
の
高
校
２
年
生

全
員
へ
の
調
査
で
は
、
回
答
者

の
４
・
１
％
が
通
学
し
な
が
ら

家
族
の
介
護
や
世
話
を
す
る
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
４
分
の
１
が
、
悩
み
を
話

せ
る
相
手
が
い
な
い
な
ど
、
子

ど
も
へ
の
負
担
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
学
校
以
外
の
庁
内
の

相
談
窓
口
は
ど
こ
か
。

こ
ど
も
み
ら
い
部
長
…
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
は
18
歳
未
満
の
子
ど
も

で
あ
る
た
め
、
市
役
所
の
中
で

は
、
こ
ど
も
と
家
庭
の
相
談
室

が
相
談
先
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
…
１
人
の
子
ど
も
が
家
族
の

ケ
ア
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
場

合
、
そ
の
背
景
に
は
、
家
族
の

病
気
や
障
害
、
苦
し
い
家
計
、

社
会
的
な
孤
立
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
絡
み
合
っ
て
い

る
。
横
断
的
な
支
援
が
必
要
だ



教育こどもみらい常任委員会
観光厚生常任委員会 総 務 常 任 委 員 会常任委員会

審査の一部を紹介します建 設 常 任 委 員 会

（３）　　第２５２号 か ま く ら 議 会 だ よ り 令和３年（2021年）２月１日

12月９日、17日開催
審査した内容（議案５件、陳情１件、報告事項10件）

12月８日開催
審査した内容（議案１件、陳情１件、報告事項６件）

12月11日、18日開催
審査した内容（議案10件、報告事項８件、陳情１件）

報告事項　大河ドラマへの取組状況について
　令和４年（2022年）１月から放送される大河ドラマ「鎌倉殿の13人」の
舞台となる鎌倉市および関係自治体の歴史や文化を全国に発信し、観光振
興による地域経済の活性化を図ることを目的として、市では現在、観光協
会、商工会議所をはじめとする市内の関係団体と協働で取り組む、推進協
議会の設立準備を進めているとのことです。
　そのほか、市内に開設予定の大河ドラマ館の運営、観光客の分散化、交
通渋滞解消のための方策に係る検
討に加えて、歳入確保策の一環と
して、ロゴマークの利用やキャラ
クター商品の展開に関する情報収
集などを行っているとのことです。
　委員会では、職員の体制、コロ
ナ禍における観光客対策、大河ド
ラマ館の位置付けや本市への経済
効果などに関する質疑が行われた
後、報告事項について了承されま
した。

議案第83号鎌倉市消費生活条例の一部を改正する条例の制定について
　市民の暮らしを守るため、これまでの消費者施策に加え、日常の変化か
ら消費者被害等を早期に発見し、早期の支援につなげることを目的として、
条例を改正しようとするものです。
改正の主な内容
①�条例名を、「鎌倉市消費生活条例」から「鎌倉市市民のくらしをまもる
条例」に変更。
②�消費者安全法第11条の３第１項の規定に基づき、「鎌倉市消費者安全確
保地域協議会」を設置。
⇒�加齢や障害等で判断することが難しくなった方の消費者被害を防ぐた
め、地方公共団体および地域の関係者が連携して見守り活動を行うもの
で、市、警察等の関係行政機関および社会福祉協議会や地域包括支援セ
ンター等の福祉に関係する団体が構成員となり、必要な情報交換、消費
者安全確保のための協議や支援を行う。　
③「鎌倉市くらし見守りネットワーク」を設置。
⇒�市は、市、民間事業者、警察等の関係行政機関および福祉に関係する団
体等による「くらし見守りネットワーク」を構築し、構成する事業者等
により提供される情報により「見守り対象者」の要件に該当する方を把
握し、支援につなげていく体制を構築する。
　委員会では、採決の結果、総員の賛成により可決されました。

12月10日、17日開催
審査した内容（議案３件、陳情１件、報告事項等13件）
報告事項　道路損傷等通報システムの実証実験開始について
　道路損傷等通報システムは、市民等が道路の損傷等を見かけた際に、
チャットアプリ「LINE」の公式アカウント「道路損傷等通報システム」
を登録することで、鎌倉市へ通報、情報提供を行うことができるシステム
です。令和元年度（2019年度）から取り組んできた職員による本システム
の改善、修正等が終了し、令和２年（2020年）10月からは市民等を含めた
実験および検証を開始しています。
　本システムの導入により、道路の損傷等の発見、通報から修繕等の対応
までの時間短縮など、行政サービスの効率化が図られることになります。
　また、今回の実証実験は通報システムの検証だけでなく、通報が寄せら
れた際の職員の対応手順や、システムの保守管理を行う事業者の作業手順
等も広く検証するもので、令和３年（2021年）３月末まで行い、実験内容
の検証の後、令和３年（2021年）５月から本格運用を行う
予定とのことです。
　委員会では、報告事項について了承されました。
（システムへの登録はこちらのQRコードを読み込んでください）

報告事項　放課後かまくらっ子たまなわの開所について
　全ての児童が放課後の時間を安全・安心に過ごし、多様な活動体験がで
きるよう、各小学校区に設置を進めている「放課後かまくらっ子」について、
平成30年(2018年) ６月に「放課後かまくらっ子ふかさわ」を開所して以来、
令和２年(2020年)12月の「放課後かまくらっ子たまなわ」の開所をもって、
全16小学校区に設置されたことが報告されました。
　放課後かまくらっ子では、現在、新型コロナウイルス感染症対策として、
工作や実験などの学習プログラムをFacebookやYouTubeで配信してい
るとのことです。また、鎌倉女子大学と
連携し、日本文化の体験プログラムを実
施するなど、今後も地域のボランティア
等の協力を得ながら活動内容の充実を進
めていくとしています。
　委員会では、児童の安全確保や施設利
用の状況などについて質疑が行われた
後、報告事項について了承されました。

ドラマの主人公・北条義時の墓の跡
【国指定史跡法華堂跡（源頼朝墓・北条義時墓）】

たまなわ子どもの家
放課後子どもひろばたまなわ

　

12
月
18
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
観
光
厚
生
常
任
委
員
会
が
所

管
す
る
事
務
と
し
て
調
査
し
て
き

た
「
将
来
に
わ
た
る
安
定
し
た
ご

み
処
理
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
」

の
最
終
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

（
報
告
の
主
な
内
容
）

　

観
光
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、

本
市
の
広
域
連
携
に
よ
る
ご
み
処

理
計
画
や
ご
み
処
理
施
策
に
つ
い

て
は
不
透
明
な
こ
と
が
多
い
こ
と

か
ら
、
今
後
の
安
定
し
た
ご
み
処

理
体
制
の
構
築
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
令
和
元
年
６
月

定
例
会
以
降
、
鋭
意
、
所
管
事
務

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
令
和
２
年
８
月
に
策
定

さ
れ
た
「
鎌
倉
市
・
逗
子
市
・
葉

山
町
ご
み
処
理
広
域
化
実
施
計

画
」
に
対
し
て
、
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。

①�

生
ご
み
資
源
化
施
設
に
つ
い
て

　

�

本
市
に
整
備
す
る
と
さ
れ
て
い

る
生
ご
み
資
源
化
施
設
に
つ
い

て
、
市
が
候
補
地
と
す
る
周
辺

住
民
の
合
意
は
い
ま
だ
に
得
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
生

ご
み
資
源
化
施
設
は
広
域
化
実

施
計
画
の
根
幹
を
な
す
施
設
で

あ
り
、
市
長
が
計
画
を
遅
滞
な

く
進
め
る
考
え
で
あ
る
な
ら

ば
、
施
設
整
備
は
待
っ
た
な
し

の
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

刻
も
早
く
周
辺
住
民
の
理
解
を

得
た
上
で
、
新
年
度
予
算
を
審

議
す
る
令
和
３
年
２
月
定
例
会

に
お
い
て
、
具
体
的
な
施
策
の

提
案
を
行
う
べ
き
で
す
。も
し
、

そ
れ
が
か
な
わ
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
英
断
を
も
っ
て
別
の
手
法

を
採
用
す
る
な
ど
、
計
画
の
見

直
し
を
行
い
、
市
民
が
納
得
、

安
心
で
き
る
説
明
を
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

②
中
継
施
設
に
つ
い
て

　

�

令
和
６
年
度
に
名
越
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
が
焼
却
停
止
し
た
後

は
、
逗
子
市
の
焼
却
施
設
に
可

燃
ご
み
を
搬
出
す
る
計
画
と
さ

れ
て
お
り
、
本
市
全
域
の
可
燃

ご
み
を
集
め
る
た
め
に
は
、
そ

れ
ま
で
に
本
市
に
一
定
の
中
継

施
設
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
２
市
１

町
の
広
域
化
に
お
け
る
本
市
の

役
割
を
果
た
す
点
か
ら
も
中
継

施
設
は
必
須
で
あ
り
、
候
補
地

と
さ
れ
て
い
る
名
越
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
周
辺
の
住
民
と
も
先

延
ば
し
す
る
こ
と
な
く
、
丁
寧

に
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

③
自
区
外
処
理
に
つ
い
て

　

�

２
市
１
町
の
区
域
内
で
焼
却
で

き
な
い
可
燃
ご
み
に
つ
い
て

は
、「
他
市
町
村
と
の
連
携
や

民
間
活
用
に
よ
り
適
正
に
処
理

す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
公
共・民
間
を
問
わ
ず
、

搬
出
先
を
決
定
す
る
必
要
が
あ

る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
搬

出
先
に
つ
い
て
は
、
可
燃
ご
み

処
理
コ
ス
ト
の
視
点
、
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
の
視
点
を
踏
ま

え
、
焼
却
施
設
を
整
備
す
る
よ

り
も
自
区
外
処
理
が
有
効
で
あ

る
こ
と
の
実
証
が
不
可
欠
で
す
。

　

さ
ら
に
、
広
域
化
実
施
計
画
の

計
画
期
間
が
満
了
す
る
令
和
12
年

度
以
降
の
ご
み
処
理
体
制
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
依
然
と

し
て
不
透
明
な
ま
ま
で
、
不
安
感

が
払
拭
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
長
は
自
ら
先
頭
に
立
ち
、
将

来
に
わ
た
る
安
定
し
た
ご
み
処
理

体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
不
退
転

の
決
意
で
臨
む
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

補助犬と暮らすフレンドリーなまち鎌倉の
実現に向けての提言を行いました

１�．盲導犬、聴導犬をはじめとする補助犬への理解
と普及啓発に取り組むこと
　�　補助犬を連れた障害者の方等へ「信号機前の声
掛け運動」などわかりやすく、取り組みやすい運
動を市民に提案し、参加を呼びかけること
　�　事業者に対しては、バリアフリーなど各改修の
ための補助金の創設等、ハード面からも受け入れ
をスムーズに行える支援を検討すること
２�．現在市で策定中の「手話及び点字等による情報
取得及び意思疎通に係る条例」において、補助犬
並びに補助犬ユーザーも念頭にいれた策定を検討
すること
　�　また本条例を実質的に推進するため、各関係団
体が参画する推進協議体の設置を検討すること

　鎌倉市議会では、
議員が会派を超えて
研究会を構成し、政
策提言・政策立案を
目指すため、政策法
務研究を行っていま
す。

　今回、有志の議員で構成された「補助犬と暮らすフ
レンドリーなまち鎌倉を実現する政策法務研究会」
が、次の提言を市長宛て提出しました。

所
管
事
務
調
査
の
最
終
報
告
を
実
施

観
光
厚
生
常
任
委
員
会

盲導犬ユーザーの方等と共に
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緊
急
に
議
会
の
議
決
を
必
要
と

す
る
案
件
が
生
じ
た
た
め
、
10
月

30
日
お
よ
び
11
月
24
日
に
そ
れ
ぞ

れ
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

10
月
臨
時
会

　
議
員
か
ら
１
件
の
議
案
が
、
市

長
か
ら
１
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会

に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

《
議
員
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
の
内
容
を
踏
ま

え
、
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の

年
間
支
給
割
合
を
現
行
か
ら
０
・

０
５
月
引
き
下
げ
、
４
・
５
月
か

ら
４
・
４
５
月
と
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

11
月
臨
時
会

　

市
長
か
ら
１
件
の
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会
に
お

け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

《
市
長
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
鎌
倉
市
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
の
内
容
を
踏
ま

え
、
職
員
お
よ
び
特
定
任
期
付
職

員
の
期
末
手
当
支
給
割
合
を
現
行

か
ら
０
・
０
５
月
分
引
き
下
げ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会

　
12
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら

５
件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
22
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会

に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

《
議
員
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
自
転
車
の
安
全
利
用
を
促

進
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
３
月
に
県
が
制
定
し

た
、
神
奈
川
県
自
転
車
の
安
全
で

適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
に
お
い
て
、
自
転
車
損
害
賠
償

責
任
保
険
等
へ
の
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
24

年
に
議
員
提
案
に
よ
り
制
定
し
た

本
市
の
条
例
で
保
険
等
へ
の
加
入

を
努
力
義
務
と
し
て
い
た
規
定

を
、
県
条
例
と
の
整
合
を
図
る
た

め
、
加
入
を
義
務
付
け
る
よ
う
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の

促
進
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
充
実

お
よ
び
施
策
の
推
進
等
を
図
る
た

め
、
市
が
交
通
安
全
対
策
基
本
法

に
基
づ
き
策
定
す
る
交
通
安
全
計

画
に
お
い
て
自
転
車
の
安
全
な
利

用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
を
定
め

る
も
の
で
、
令
和
３
年
１
月
１
日

か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
本
庁
舎
整
備
に
関
す
る
住

民
投
票
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

市
が
進
め
て
い
る
市
役
所
本
庁

舎
移
転
整
備
計
画
に
関
し
、
市
民

の
意
思
を
明
ら
か
に
す
る
住
民
投

票
を
実
施
す
る
た
め
、
必
要
な
事

項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

そ
の
主
な
内
容
は
、
住
民
投
票
は

本
庁
舎
の
深
沢
地
域
へ
の
移
転
に

賛
成
か
反
対
か
選
択
す
る
も
の
と

す
る
ほ
か
、
市
長
お
よ
び
市
議
会

は
、
住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定

し
、
令
和
３
年
２
月
１
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
少
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

《
市
長
提
出
議
案
》

指
定
管
理
者
の
指
定

　

次
の
２
件
は
、
指
定
管
理
者
の

指
定
を
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
鎌
倉
市
腰
越
漁
港
管
理
条
例
に

定
め
る
鎌
倉
市
腰
越
漁
港
の
指
定

管
理
者
を
、
腰
越
漁
業
協
同
組
合

に
指
定
す
る
も
の
で
、
期
間
は
令

和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年

３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
鎌
倉
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
に
定
め
る
鎌
倉
市
名
越
や
す
ら

ぎ
セ
ン
タ
ー
、
腰
越
な
ご
や
か
セ

ン
タ
ー
、
教
養
セ
ン
タ
ー
、
今
泉

さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
、
玉
縄
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

を
、
社
会
福
祉
法
人
鎌
倉
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
指
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
期
間
は
令
和
３
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日

ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事
業
に

係
る
災
害
支
援
代
理
寄
附
金
の
追

加
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
蔓
延
に
伴
う
取
り
組
み
と
し
て

住
宅
確
保
給
付
金
や
公
立
・
私
立

保
育
所
の
延
長
保
育
・
一
時
預
か

り
保
育
に
お
け
る
マ
ス
ク
お
よ
び

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案 議決結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問や、議
会運営委員会の委員となり、議会運営に関す
る協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�久坂くにえ議員は議長のため、採決には参加
していません。

議 決 さ れ た 主 な 議 案
○：賛成　－：反対　欠：欠席

公　

明　

党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

鎌
倉
み
ら
い

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議 

員 

団

鎌 

倉 

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
会

神　

奈　

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

鎌　
　

倉　
　

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

無 

所 

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
大
石　
和
久

西
岡　
幸
子

納
所　
輝
次

吉
岡　
和
江

武
野　
裕
子

高
野　
洋
一

池
田　
　
実

前
川　
綾
子

山
田　
直
人

志
田　
一
宏

森　
　
功
一

伊
藤　
倫
邦

中
村　
聡
一
郎

河
村　
琢
磨

久
坂　
く
に
え

保
坂　
令
子

安
立　
奈
穂

髙
橋　
浩
司

日
向　
慎
吾

千　
　
一

く
り
は
ら 

え
り
こ

竹
田　
ゆ
か
り

長
嶋　
竜
弘

松
中　
健
治

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

－ － － ○ ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※�10月臨時会では議員提出議案１件、市長提出議案１件、11月臨時会では市長提出議案１件、12月定例会では議員提出議案５件、
市長提出議案22件の採決を行いました。下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

10月
臨時会

議会
議案 第9号 鎌倉市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 可決

12
月
定
例
会

条
例 第79号 鎌倉市事務分掌条例及び鎌倉市職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 可決
補正
予算 第86号 令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第９号） 可決

そ
の
他

第75号 指定管理者の指定について（鎌倉市腰越漁港） 可決

第76号
指定管理者の指定について（鎌倉市名越やすらぎセンター、
腰越なごやかセンター、教養センター、今泉さわやかセン
ター、玉縄すこやかセンター）

可決

議
会
議
案

第10号 鎌倉市自転車の安全利用を促進する条例の一部を改正する
条例の制定について 可決

第11号
国際刑事警察機構（ＩＣＰＯ）への台湾の加盟を支持し、
日本国と台湾の犯罪予防並びに犯罪捜査について連携協力
することを求める意見書の提出について

可決

第12号 鎌倉市本庁舎整備に関する住民投票条例の制定について 否決

第13号 選択的夫婦別姓導入に向けた民法改正について国会で早急
に議論を進めることを求める意見書の提出について 可決

第14号 住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の強化を求める
意見書の提出について 可決

　12月定例会では、次の意見書提出に係る議
会議案を可決しました。なお、可決した意見
書は、地方自治法第99条の規定に基づき、関
係機関に送付しました。
◇�国際刑事警察機構（ＩＣＰＯ）への台湾の

加盟を支持し、日本国と台湾の犯罪予防並
びに犯罪捜査について連携協力することを
求める意見書

◇�選択的夫婦別姓導入に向けた民法改正につ
いて国会で早急に議論を進めることを求め
る意見書

◇�住まいと暮らしの安心を確保する居住支援
の強化を求める意見書

可決した意見書の全文は、
こちらからご覧いただけます▶

可決した意見書 消
毒
液
等
の
購
入
等
に
係
る
経
費

の
追
加
、
津
西
二
丁
目
14
番
先
仮

設
落
石
防
護
柵
設
置
事
業
に
係
る

経
費
な
ど
を
追
加
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
２
億

３
１
７
７
万
６
千
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
総
額
は
８
４
６
億
６
４

３
３
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
事
務
分
掌
条
例
及
び
鎌
倉

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

限
ら
れ
た
職
員
数
や
財
源
の
中

で
、
組
織
の
合
理
化
を
図
り
な
が

ら
、
本
市
が
直
面
し
て
い
る
喫
緊

の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
関
連

部
局
間
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
に
よ
り

意
思
決
定
の
迅
速
化
を
図
る
こ
と

な
ど
を
主
な
目
的
と
し
て
、
部
の

組
織
を
変
更
す
る
ほ
か
、
会
計
管

理
者
お
よ
び
支
所
の
所
長
の
職
務

に
つ
い
て
、
級
の
位
置
づ
け
の
変

更
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
共
生
条
例
を
制

定
し
た
本
市
が
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
す
こ
と
を
市
政
の
軸
の
一

つ
と
し
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
と

横
断
的
な
調
整
を
行
う
部
と
し

て
、
部
の
名
称
を
共
創
計
画
部
か

ら
共
生
共
創
部
に
変
更
す
る
ほ

か
、全
て
の
事
務
を
共
生
共
創
部
、

総
務
部
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
計
画

部
に
移
管
す
る
行
政
経
営
部
を
廃

止
、
市
民
生
活
部
と
防
災
安
全
部

を
統
合
し
、
部
の
名
称
を
市
民
防

災
部
に
改
め
る
も
の
で
、
令
和
３

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
人
事
案
件
》

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
候
補
者
と
し
て
、
次
の
方
を

法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
で
は
多
数
の
賛
成
に

よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

平ひ
ら

本も
と　

恭き
ょ
う
こ子

氏（
由
比
ガ
浜
在
住
）

山や
ま

田だ　

隆り
ゅ
う
じ二
氏
（
笛
田
在
住
）

入い
り

野の　

裕ひ
ろ

江え

氏
（
笛
田
在
住
）

眞ま

壁か
べ　

成し
げ

子こ

氏
（
材
木
座
在
住
）

曽そ

根ね　

民た
み

子こ

氏
（
笛
田
在
住
）

菱ひ
し

田だ　

惠け
い

子こ

氏
（
小
袋
谷
在
住
）

加か

藤と
う　

三み

惠え

子こ

氏（
由
比
ガ
浜
在
住
）

村む
ら

上か
み　

史ふ
み

氏
（
由
比
ガ
浜
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。


